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逆背負投（通称）

・シニア、ジュニア⼤会では、認められる

・カデ⼤会では認められず、「待て、指導」とする



ユージングザヘッド（通称）
※頭部を使っての投技

・シニア、ジュニア⼤会では、認められる

・カデ⼤会では認められず、「待て、指導」とする



ヘッドディフェンス（通称）
※頭部を使っての防御

・シニア、ジュニア⼤会では、認められる

・カデ⼤会では認められず、「待て、指導」とする

・ブリッジについては、従来通り「⼀本」と評価する・・・巴投げな
どで、投げた選⼿の腹や胸に頭が着いてブリッジしたような場合は、
ブリッジとみなさない。



ヘッドディフェンス（通称）
※頭部を使っての防御

・シニア、ジュニア⼤会では、認められる

・カデ⼤会では認められず、「待て、指導」とする

・ブリッジについては、従来通り「⼀本」と評価する・・・巴投げな
どで、投げた選⼿の腹や胸に頭が着いてブリッジしたような場合は、
ブリッジとみなさない。



帯から下への攻撃・防御

・帯から下への攻撃・防御については、内股上部（両脚の付け根の⽔平
のライン）までのレベルであれば掴む（握る）ことが認められる

・内股上部より下に腕（肘）や⼿で脚を引っ掛けたり、脚を抱えたり、
下履きを掴んだり、触れる⾏為は禁⽌され、「指導」が与えられる

・上⾐や内股上部までの組⼿がネガティブ（ディフェンスやブロッキン
グ）なものであった場合は「指導」が与えられる









場外「指導」と押し出し「指導」

・⽴ち姿勢、寝姿勢において、故意によらず試合場から出た場合は「待
て」、故意の場合は「指導」が与えられる・・・双⽅組み合って場外に出
た場合は、まず「場外指導」「押し出しの指導」はないと思って良い

・どちらかが、⽚脚だけでも場内にいて、投技が施されれば、両者が完全
に場外に出ても技の継続が認められ、技が決まればスコアが認められる
＊技のスタートの際の位置で判断

・場外にいる側が、返し技を施しても技の効果は認められる



「抑え込み」の定義（有効・・・５秒）
・「抑え込み」が宣告される為には、講道館の技名称にある抑込技で、相⼿に覆い
被さり圧⼒を掛け、制していることが必要である

・「覆い被さり固める」動作が重要である。例「肩固め」・・・coverの解釈

・相⼿の側⽅から、相⼿の胴体を脚で挟む等して、コントロールして、たとえ相⼿
が動けなくても、それは「抑え込み」ではない

・今までは、抑込技の名称が付かないような浅い形で相⼿をコントロールしている
状態で、早い「抑え込み」の宣告をする場⾯があったが、今後はしっかりと抑え込
みの形（抑込技の名称が付く形）になってから「抑え込み」の宣告をする

・寝技における積極的な攻撃は考慮される



主審は、これ以上、技の進展がない場合は「待て」を宣告すること。



抑え込みにおいて、（相⼿の⾸を抱える場合）相⼿の少なくとも⽚⽅の腕をコント
ロール（⼀緒に抱える）しなければならず、⾸や頭だけを固めることは許されない。
寝技において、腕を使って相⼿の⾸をコントロールする場合、相⼿の腕が（⾸と⼀
緒に）内側にない場合は「待て」を宣告すること。脚を使って相⼿の⾸をコント
ロールする場合、相⼿の腕が（⾸と⼀緒に）内側にない場合は「待て」、「指導」
を宣告すること



「指導」とされる⾏為であっても、その⾏為が明らかにスポーツ精神やフェアプレイ精神に反
したものであれば、「反則負け」が与えられる（例：⼀⽅の選⼿が相⼿を投げるために1回よ
り多く相⼿の脚を踏みつける 、もしくは指を絡めブロックすることで組⼿を避ける、抑え込
まれている選⼿が逃げるために乱暴に抑え込んでいる選⼿の顔を押すなど）。

相⼿に攻撃させないことを⽬的に故意に組み合わない。
「標準的」組み⽅とは、左⼿で相⼿の柔道⾐の右側部より、すなわち袖、襟、胸部、肩の上部、
背部を、右⼿で相⼿の柔道⾐の左側部より、すなわち袖、襟、胸部、肩の上部、背部を握るこ
とである。いずれにおいても帯より上を握ること。

より投げる機会を与え、柔道を魅⼒的にするために、標準的でない組⼿もゆるされる。両襟、
⽚側（ワンサイド）、クロスグリップ、帯、ポケットグリップ、ピストルグリップは選⼿が積
極的に技を施そうとしている間は許される。選⼿が積極的であれば、攻撃を⾏うための時間が
与えられる。
同じ組⼿（もしくは両襟を持って）、⽚⼿、もしくは両⼿で相⼿を強制的に押さえつけて腰が
曲がった状態にさせ、防御姿勢、消極的な姿勢、ブロック姿勢にした場合、（押さえつけてい
る選⼿に）指導が与えられる。



ありがとうございます


